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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，在日中国人留学生の日本文化適応を「日本人との対人関係の形成」という
視点から切り込み，適応の段階に沿って問題を検討し，最終的に，適応を促進する手段(社会的スキル・アプローチ)を
講じることである。
研究では，中国人留学生の日本文化適応についての特有なニーズについて，中長期滞在の留学生，そして留学生を世話
・指導している日本人を対象に調査した。また，中長期の留学生を調査した結果を短期滞在の者の結果と比較した。さ
らに，留学生の日本文化適応の尺度の作成を試みた。その上で，「体験学習」の方法論に則って，適応を促進する訓練
のプログラムを開発・実践を通して，プログラムの効果を検証した。

研究成果の概要（英文）：There are two primary purposes of this study. First is to clarify Chinese 
international student's adaptation of Japanese culture in view of their interpersonal relationships with 
Japanese. Second is to take steps in promoting their ability to adapt in such an environment.
Chinese students who stayed in Japan for longer periods were investigated on what causes their distress 
in terms of interpersonal relationships with Japanese. Likewise, we collected opinions on the necessary 
skills that Chinese students needed to better communicate with Japanese from key persons who takes care 
or directs them. With these results, we developed a scale that can measure the level of adaptation. In 
order to promote the social skills of Chinese students with Japanese, we developed training programs in 
conformity with the methodology of Experiential Learning. Programs were carried out for Chinese students. 
The effects of programs were discussed through several scales in connection with cultural adaptations.

研究分野：社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
近年，グローバリゼーションの進展と共に，
日本で勉強する外国人留学生が飛躍的に多
くなり，在日留学生の日本文化適応を促す必
要性が高まっている。この問題に関する研究
がさほど多くない中，田中・藤原(1992)や田
中(2000)はいくつかの研究(岩男・萩原, 1988; 
モイヤー, 1987; 姚・松原, 1990など)をまと
めた上で，在日留学生の適応に最大の課題と
して，「対人関係の形成」を指摘した。さら
に，田中らは，現実的・問題解決的方法
(Furnham & Bockner, 1986; 斉藤, 1988)と
して社会的スキル(トレーニングによって向
上可能な対人関係を円滑に運ぶスキル)のア
プローチが，対人関係に関する異文化適応の
促進に応用できると提唱し，留学生を対象と
する自由記述・面接調査および質問紙調査を
通して，質的・量的に在日留学生の対人関係
を形成・維持する際の行動上の問題点をまと
めた。また，留学生用のトレーニングの計画
モデルも提案し，社会的スキル・トレーニン
グによる留学生の異文化適応に関する理論
的な可能性を示唆した。 

etic-emicアプローチに基づき，社会的スキ
ルを，文化共通的な部分と文化特有的な部分
に分けて考えた場合，留学生は文化共通の社
会的スキル以外，自文化と異文化のそれぞれ
の文化特有の社会的スキルを備える必要が
ある。この過程において，留学生の自文化に
おける歴史背景や社会システムなどの状況
により，日本の文化・社会に対する認識が異
なり，感じる困難さの側面も異なってくる(葛, 
1999)。「『留学生』の適応」と言っても，留
学生の出身する文化が違うと，適応上の問題
点も大きく異なってくる。よって，留学生を
文化ごとに特化する必要がある。 
在日外国人留学生のうち，中国人留学生が
総数の6割を占めている(平成21年文科省調)。
また，中国人留学生と日本人および日本社会
との間にトラブル(刑事事件など)が頻発し
(孫,2004)，しばしばマスメディアにも取り上
げられている。トラブルには，経済の格差や
語学能力の要因以外に，彼らの適応能力の多
寡も大きな原因(榎木, 1996)とされている。そ
こで，本研究では，先行研究で指摘された留
学生の日本文化適応に関する問題点を踏ま
え，在日中国人留学生に焦点をあて，彼らの
対人関係に関する日本文化適応を向上させ
る方略を探る。 
異文化適応のプロセスについては，古くか
ら Lysgaard(1955)の U カーブ理論がある。
それによると，異文化への適応過程は滞在日
数の経過に伴って，「ハネムーン期」，「憂鬱
期」，「回復期」，「適応期」という U字型曲線
をたどる。周(1995)の在日中国系留学生を対
象とした研究においては，滞在期間によって
日本文化への適応状況が変化すると指摘し
た。滞在の長さ，すなわち期間により異文化
適応に必要となる社会的スキルの種類や難
易度が異なることを示唆している。 

２．研究の目的 
以上のことを踏まえ，本研究の目的は，在
日中国人留学生に焦点を当て，彼らの日本文
化適応を「日本人との対人関係の形成」とい
う視点から切り込み，適応の段階に沿って問
題を検討し，最終的に，適応を促進する手段
(社会的スキル・アプローチ)を講じることで
ある。 
研究目的に照らし合わせて，以下の研究を
設定する。 
(1)中国人留学生の日本社会における「日本人
との対人関係の形成」に関する特有な問題
点を時期ごとに検討する。 

(2)上記の（１）で得られた知見に基づき，
日本文化適応の SST プログラムの編
成・実践を行う。 

 
３．研究の方法 
目的で言及した（１）を明らかにするため
に，日本に中長期に滞在する中国人留学生，
そして留学生を世話・指導する日本人のそれ
ぞれから調査した。（２）については，異文
化適応のプログラムを編成し，中国人留学生
を対象にトレーニングを行った。 

 
(1)の① 中国人留学生の日本文化適応の問
題点を明らかにするために，中長期に滞在
する中国人留学生を対象とする調査およ
び短期滞在者との比較 
調査対象者と実施期間 日本の大学院で
在学する，あるいは留学を経て日本で職に
着いたなど，長く日本に滞在する経験を持
つ中国人 47名(男性 17名，女性 30名；平
均年齢 34.36±7.46；現在の職業構成につ
いては，教育関係者 11名，会社員 19名，
大学院生 12 名，無職 5名。日本での滞在
年数は 3.9年～24.3年の幅があり，平均年
数は 11.16±4.78 年)を対象に，2013 年 1
月から 2月にかけて自由記述調査を行った。 
調査内容 質問紙調査を行った。日本人と
の人間関係を中心内容とした以下の4つの
質問を設定し，箇条書で回答を求めた。 
①同級生や同僚とつきあう際，日本人が中
国人と異なると思った点は何か 
②同級生や同僚とつきあう中で，日本人が
あなたを「困らせた」点は何か 
③あなたから見た日本人同士（同級生や同
僚）のつきあいの特徴は何か 
④日本人の同級生や同僚と友達になりた
い時，どうすればいいと思うか 
分析方法 4 つの自由記述の質問項目に関
しては，KJ法(川喜田, 1986)に基づき，本
研究の目的の知らない中国人 1 名(在日年
数 13 年)および中国人の大学教員 1 名(社
会心理学専攻，在日年数 16 年)が協議をし
ながら，回答の分析・整理を行った。 
 

(1)の② 中国人留学生の日本文化適応の問
題点を明らかにするために，日本人を対象
とする調査 



調査対象者と実施期間 関西圏にある大
学，日本語学校，そしてボランティアとし
て中国人留学生と関わりのある留学生を
指導・世話する立場にある日本人 43名(男
性 15 名，女性 28 名；平均年齢 49.29±
10.46；大学・日本語教育機関教員 32名，
職員は名，留学生を世話するボランティア
3名，大学院生 1名；中国人留学生と接し
ている年数は 2年～40年の幅があり，平
均年数は 17.32±9.29 年)を対象に，2013
年 2月に自由記述調査を行った。 
調査内容 無記名式の自由記述の質問紙
を用いて調査を行った。毛(2010)の質問項
目と統一し，中国人留学生の日本人との人
間関係を中心内容とした 4 つの質問を設
定し，箇条書で回答を求めた。 
①日本人との対人関係の面においては，中
国人留学生が日本人と異なる点は何か 
②中国人留学生があなたを困らせたこと
はどういったような点か 
③中国人留学生と比べた場合，日本人同士
の対人関係の特徴は何か 
④中国人留学生は日本人との対人関係が
よりスムーズになるには，アドバイスを
ください 
分析方法 4 つの自由記述の質問項目に
関しては，KJ法(川喜田, 1986)に基づき，
本研究の目的の知らない中国人 1 名(在日
年数 13 年)および中国人の大学教員 1 名
(社会心理学専攻，在日年数 16 年)が協議
をしながら，回答の分析・整理を行った。 

 
(1)の③ 上記の(1)の①と(1)の②を総合して，
中国人留学生自身と日本人の意見を比較
することを通して，日中双方が認識した問
題点のギャップを明らかにする。 

 
(1)の④ 上記の(1)の①～(1)の③の研究で整
理された問題点を尺度化して，中国人留学
生の日本人との対人関係における適応課
題の次元を明らかにする 
調査対象者 2013 年 12 月～2014 年 3 月，
関西にある複数の大学，大学院，日本語学
校に在籍している中国人留学生，そして，
かつて留学経験のある中国人留学経験者
135 名を対象とした。有効回答は 133 名（男
性 54 名，女性 79 名；平均年齢 24.65±4.45
歳）であった。 
調査項目 前述した中国人留学生および
彼らを指導・世話する日本人への調査から
得た中国人留学生における日本的対人関
係適応の課題点リストに基づいて整理し
た 81 項目を用いた。また，調査対象者の
年齢，性別，所属の学校・大学，来日して
からの期間などの項目を加えた。さらに，
尺度の併存妥当性を検討するために，中国
人大学生社会的スキル尺度 ChUSSI (9 件
法，41 項目，Mao & Daibo, 2006)，
KiSS-18(社会生活で一般に必要と考えら
れるスキルのリスト，5件法，18項目，菊

池, 1988)および，ACT (非言語的なメッセ
ージを表出するスキルのリスト，9 件法，
13 項目；Friedman, Prince, Riggio, & 
DiMatteo, 1980)，そして，日本的対人コ
ンピテンス尺度 JICS(5 件法，22 項目，
Takai & Ota, 1994)も併せて回答を求めた。 
 
(2) 中国人留学生を対象とする異文化適
応トレーニング 
トレーニングの対象者 関西の日本語学校
に在籍している中国人留学生７名(男性２
名，女性５名，平均年齢 23.25±4.76 歳，
来日してからの期間は 0.45±0.23年，日本
語の勉強歴は 0.85±0.38年)を対象とした。 
トレーニングのプログラムおよび実施 本研
究は毛(2011)で考案されたプログラムを用
いた。プログラムは，1.「文化共通のスキ
ル」と，2.「日本文化に適応するためのス
キル」のそれぞれを促進する部分をもつ体
験学習の形をとった。6セッション(1セッ
ション 1時間)で構成した。1.は，大坊・中
野・栗林(2000)やMao & Daibo(2007)が用
いたプログラムを参考にしながら，参加者
の「人とのコミュニケーションをとるため
の言語的/非言語的なスキル(e.g. 視線・表
情の使い方，自己表現)」，「集団の中で人と
関わるスキル(e.g. 主張と譲歩)」など，一
般の生活における基本的な(文化一般の)社
会的スキルをトレーニングのターゲット
として設定した。一方，2.は，毛(2014a, b, 
c)で明らかにした，留学生にとって日本人
との対人関係適応に必要な内容(話し方，接
し方など)を，八代・町・小池・吉田(2009)
で紹介された異文化適応のシミュレーシ
ョンに載せ，参加者の「文化間の違いを捉
えるスキル(e.g. 異なるルールを発見する
力，対処の仕方)」，「文化間摩擦に対応する
スキル(e.g.行動の裏にある考え方を理解
する方法)」，「援助の獲得やストレスの解消
に関するスキル(e.g. ソーシャル・サポー
トを得る方法，リラクゼーションの方法)」
など，異文化としての日本社会で人付き合
いに用いる社会的スキルをトレーニング
のターゲットとして設定した。 
社会的スキルの測度 プログラム実施の開
始前と終了直後において，下記の自記式の
尺度を用いて，参加者の社会的スキルのレ
ベルを測定した。a.中国人大学生社会的ス
キル尺度(前出)，b.KiSS-18(前出)および，
ACT (前出)，c.JICS(前出)。本研究では，a
～c までの尺度の内容を，順に中国文化，
共通文化，日本文化の社会的スキルを反映
するものと位置づけた。そのほかに，d.「中
国人留学生における日本的対人関係適応
尺度」(「関係円滑化の実現への努力」など
の５因子；毛, 2014)。e.滞在国の対人スキ
ル獲得尺度(田中, 1998)。f.異文化適応感尺
度(「心身の健康」などの 4因子；植松, 2010)。
g.在日中国系留学生用ソーシャル・サポー
ト尺度(周, 1993)。 



４．研究成果 
(1)の① 質問①，②で得られた記述は中国人
の認識した日本人との対人関係の特徴と
問題点に関する意見であり，質問③は（中
国人が備えていない）日本人同士の対人関
係の特徴に関する意見であり，質問④は中
国人が日本人と円滑な対人関係を結ぶた
めの解決策の意見である。4 つの質問にこ
のような関連性があるため，一つの特徴や
問題点に対して，日本人の特徴，対応策と
いう対応関係に基づき整理を行った。 
毛(2010)で得られた①「和の維持」，②「日
本的特性」，③「距離感」，という 3つのカ
テゴリーに対応して整理した。①において
は，中国人は日本人の「礼儀正しい」，「上
下関係」，「話が婉曲」，「他者や周りとの協
調」など，互いの「和」を維持する行動に
注目している。これらの行動は中国人もす
るが，日本人がより表出する分野だと考え
られる。②については，「公私に境界線」，
「ルールや時間などの遵守」，「まじめな態
度」など，中国人にとって日本の対人関係
に独自に存在する特徴を注目している。③
については，「割り勘」，「関係があっさり」，
「友情の発展に時間がかかる」など中国人
にとって対人関係の親密化に阻害となる
要因が注目されている。 
本研究でまとめたカテゴリーは毛(2010)
で得たものとすべて重複しているため，両
者の統合が可能だと考えられる。一方，両
者の比較から，経験年数の多さに伴う回答
が多く見られた。例えば，日本人の建前と
本音の使い分け行動に対して，短期滞在者
はネガティブに認識するのに対して，中長
期滞在者はより中立的に考えている。また，
対人的親密さについては，本研究の中長期
滞在者の方は「時間が必要」や「距離が大
事」などより本質的な部分を着目している。 
 
(1)の② 質問①，②で得られた記述は中国人
留学生の日本人との対人関係の特徴およ
び問題点に関する意見であり，質問③は
（留学生の不足している）日本人の対人関
係の特徴の意見であり，質問④は中国人留
学生が日本人とよりよい人間関係を結ぶ
ための解決策の意見である。4 つの質問の
これらの関連性から，記述をまとめる際に
は，留学生の一つの特徴や問題点に対して，
日本人の特徴，そして問題点の解決策とい
う対応関係に基づき整理を行った。 
上記の手続きにより，すべての記述から，
中国人留学生の日本人との対人関係にお
ける特徴や問題点について，「表出の仕方
の特徴」，「相手や周りの他者への配慮不
足」，「社会的規範」，「個人的な性質」とい
う4つのカテゴリーをまとめることできた。
集計できた記述の数から，「表出の仕方の
特徴」においては，留学生の「自己主張」，
「直接的な表現」，「距離感の近さ」が特徴
的なものである。「相手や周りの他者への

配慮不足」では，「自己中心的」，「度を超
えた要求」，「相手の都合を考えない」など
が特徴的なものになっている。「社会的規
範」では，「約束や時間を守らない」，「ル
ール守らない」といった点は目立っている。
「個人的な性質」では，「倫理観の欠如」
という点は特徴的であった。 
 
(1)の③ 前記の(1)の②の日本人の意見のカ
テゴリーをベースに，(1)の①でまとめた中
国人留学生自身の意見をそれに照らし合
わせた。「表出の仕方の特徴」，「相手や周
りの他者への配慮不足」，「社会的規範」，
「個人的な性質」という 4つのカテゴリー
に，多くの項目には，それぞれの立場から
の意見に対立が見られた。また，対立にな
っていなく，互いに独立した意見もあった。 
「表出の仕方の特徴」において，日本人
は，「中国人留学生がより直接的・主張的
で，協調性が不足している」と認識してい
るのに対して，留学生は，遠回しの言い方，
主張しない，周りに合わせる，そして人と
距離を置くといった行動が日本人の特徴
であると認識しつつ，違和感を覚えている。
「相手や周りの他者への配慮不足」におい
て，日本人は「留学生が相手の都合を考え
ない」などの内容が中心的な意見であった。
これに対して，留学生はこのような様々な
面に配慮しないといけないというやり方
に不適応感を示している。「社会的規範」
については，日本人から，留学生のルー
ル・時間・約束に対するルーズさを指摘し
たのに対して，留学生は日本人が時間・ル
ールに厳しすぎるとの意見を持っている
ようである。また，日本特有なお礼とお返
しの仕方や割り勘などのやり方に対して
も特徴的だと認識している。「個人的な特
質」について，日本人から，留学生の「上
下関係意識の薄さや誠実さの不足，プライ
バシーへの無視」などについて指摘してい
るが，これらのポイントについて，留学生
も認識していると言えよう。また，日本人
から，独自に中国人留学生の自信過剰やア
ドバイスを聞き入れないなどの問題点を
指摘している。また，いずれのカテゴリー
で現れた問題点の解決策については，留学
生と日本人との認識は多く一致している。 
本研究を通して，留学生の日本人との対
人関係について，留学生自身と日本人側と
の間の認識の違いをいくつかの側面から
明らかにした。留学生が違和感・不適応感
を覚えるところ，特徴だと思っている部分，
そして，留学生自身が意識していなく，日
本人側が指摘しているポイント，さらに解
決策にあげられているポイントは留学生
の適応の課題点だと言える。 

 
(1)の④ 上記の(1)の①〜③の結果からまと
めた候補となる 81 項目に対して、繰り返
し因子分析を行った結果，45 項目が残り，



固有値の減衰状況や解釈の可能性から，
「関係円滑化の実現への努力」，「積極的な
コミュニケーション」，「率直性と親密さへ
のこだわり」，「日本人を受け入れない感
覚」，「ストレス感覚」という 5因子が抽出
された。 
併存妥当性 得られた因子は既存尺度と
の相関係数を調べた。相関分析の結果から，
日本人との人間関係を円滑する努力には，
文化一般の基礎スキル，中国で蓄積してき
た中国人との対人関係，そして日本人との
人間関係に自分を抑制し，相手との上下関
係を意識することが重要な役割を果たし
ていることがわかった。また，日本人と積
極的にコミュニケーションをすることは，
当人の全般的に高い社会的スキル，中国人
との上手い対人関係スキルや日本人に上
手くメッセージを伝達するスキルが必要
であることがわかった。 
来日してからの年数との関係 「関係円滑化
の実現への努力」因子と「積極的なコミュ
ニケーション」因子，そして「日本人を受
け入れない感覚」因子のいずれにおいても，
長期群の方は短期群より得点が有意に高
くなっている。中国人留学生は在日の期間
が長いほど日本人と関係の円滑化と交流
を進めようとすると同時に，日本人との対
人関係に多くのストレスも抱えている。 

 
(2) 参加者のそれぞれの尺度(因子)における
トレーニング前後の得点変化を検討した。
その結果，日本文化を反映した社会的スキ
ル尺度 JICS の 5因子のうち，「察知能力」，
「上下関係の調整」において，トレーニン
グ後の得点が前より有意に高くなってい
る。一方，中国人大学生社会的スキル尺度
に有意な変化がみられなかった。以上の結
果から，このプログラムは留学生の中国的
なスキルに影響せず，日本的なスキルの向
上に役に立つと考えられる。 
また，滞在国の対人スキル獲得尺度，中
国人留学生における日本的対人関係適応
尺度の「関係円滑化の実現への努力」因子
も，トレーニング後の得点が前より高くな
っている。日本人との対人関係を円滑させ
るノウハウもプログラムに含められてい
ることにより，参加者のスキルの獲得や対
人関係円滑化の注意点に関する意識レベ
ルの変化の現れだと考えられる。 
一方，異文化適応感尺度の「心身の健康」
因子とソーシャル・サポート尺度の「環
境・文化」因子について，トレーニング後
の得点は前より低くなっている。本研究の
参加者は来日してから半年ぐらいの者で
ある。異文化適応のプロセスで考えた場合，
ハネムーン期を過ぎて，ショック期に入る
頃でもある。適応時期のことを考えた場合，
身心的に不安定で，得られたサポートは心
理的に少なく感じた可能性が考えられる。 
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